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ち
わ
び
て
迎
え
た
秋
は
、
祭

り
人び

と

の
身
も
心
も
熱
く
さ

せ
る
。
２
年
に
一
度
の
赤
池
統
一
秋

祭
り
が
10
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、

開
か
れ
た
。
従
来
よ
り
少
な
め
の
５

基
が
参
加
。
間
隔
が
長
い
た
め
、
準

備
に
手
こ
ず
る
場
面
も
あ
る
が
、
そ

ん
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
度
に
参
加

者
の
結
束
も
深
ま
り
、
そ
の
分
、
達

成
感
も
高
い
催
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
統
一
秋
祭
り
の
「
統
一
」
の

二
文
字
に
は
深
い
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
昭
和
40
年
代
ま
で
地
区
や

氏
神
ご
と
に
行
わ
れ
、
時
期
も
ま
ち

ま
ち
だ
っ
た
祭
り
が
、
関
係
者
の
血

の
に
じ
む
よ
う
な
労
苦
に
よ
っ
て
統

一
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
昭
和
50
年
に

正
式
発
足
し
た
「
お
祭
り
対
策
協
議

会
」
は
、
町
内
の
活
性
化
と
一
体
感

を
高
め
る
目
的
で
意
志
を
統
一
。
そ

れ
ま
で
不
可
能
と
言
わ
れ
て
き
た
統

一
を
現
実
の
も
の
に
し
た
と
い
う
画

期
的
な
経
緯
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
歴
史
を
含
み
な
が
ら
、
赤

池
統
一
秋
祭
り
は
、今
回
初
め
て
「
山

笠
競
演
会
」
の
夜
間
開
催
に
挑
戦
し

た
。
赤
池
の
山
笠
は
小
回
り
も
効
き
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
取
り
回
し
が

自
慢
。
電
飾
き
ら
め
く
山
笠
が
会
場

狭
し
と
躍
動
し
、
観
衆
を
魅
了
し
た
。

夜
間
の
山
笠
競
演
を
初
開
催
10月７日- 8日

赤
池
統
一
秋
祭
り

待

【山笠競演会】10月７日に福智町中
央公民館前で開催。各地区シャギ
リ隊による「炭坑節総踊り」の後、
生力・第十区・第九区・赤池山笠
会の順に４基が競演した。従来は２
日目の午前中に行っていたが、今年
初めて夜の開催が実現。試行錯誤
の末に飾り付けた電飾も最後まで
点灯し続け、無事成功に終わった。

【十八支所】急きょ前夜に作成して組ん
だという、手作りの破風が個性的な山笠。

【第九区】町部をはじめとする広域の財産
区、広域の背中には「九」の文字が。

【生力】新興住宅地の生力NT。昇竜の法
被に向かって、青い馬連が美しく流れる。

【第十区】赤池の秋祭りで最も歴史深い
地域。ここからお祭り男が多数生まれた。

【赤池山笠会】青年有志たちによる山笠、
電線よけの櫓を要するほどの高さを誇る。

二
年
ぶ
り
、町
を
練
る


